
帰国・外国人児童生徒等 

早期適応教室「くすのき」 
・市内３校の小学校に開設（R6 年度１教室増） 
・初期の日本語教育や小中学校への指導を行い、在籍小中
学校への早期の適応を図る。 
・特別な教育課程による個別の指導計画と評価について、
作成率１００％ 

  
 

 

日本語教室 
・日本語指導加配教員、市内小中学校６校（R３年度
から全小中学校７校で行う） 

・特別の教育課程による日本語指導の実施 
・個別の指導計画に基づいた指導実践 
・担任との情報共有 
 
 

通訳との連携 
市教委が定める計画表により、市内の小中学校にポルト
ガル語の通訳者３名とベトナム語の通訳者１名を派遣
（R6 年度よりベトナム語通訳を配置） 
・日本語指導を要する外国人児童生徒に対する日本語教
育及び教科指導時の通訳 
・外国人児童生徒等の悩み相談・話し相手 
・外国人児童生徒等の家庭と学校との連携・翻訳依頼 
・早期適応教室「くすのき」への派遣 

高浜市外国籍児童生徒保護者の会の開催 
  
・高浜市内に通う外国籍の保護者を対象に愛知県の進路
の仕組みや中学校卒業後の進路などについて説明 

・通訳４名にも会に参加してもらい、ポルトガル語・英語・
ベトナム語で対応 
・質問や疑問に答える。 
 
 

 
 

  

三者懇談会での通訳依頼 
・各校での懇談会の日程を調整し、懇談会には通
訳が同席する。 
・学校生活や、進路のことなど、担任と保護者を
つなぐ。 
・教育相談やカウンセリングなどにも協力依頼。 

高浜市多文化共生コミュニティーセンターとの連携 
・児童生徒への多文化共生の意識啓発を高めるため、ゲ
ストティーチャー派遣の依頼 

・在留カードがない児童生徒への対応 

成果と今後の課題 
・「早期適応教室」の実施により、日本語教育が必要な児童生徒に対して、学校生活に即した日本語の習得や日本での生活習慣に慣れることで、在籍する小中学校
への早期の適応を図ることができた。今後は、地域との情報交換・連携し、教室運営の拡充や、多言語に対応できる通訳の配置などを行いたい。 
・日本語早期適応指導が必要な児童生徒が、早期適応教室「くすのき」において、指導を受けている割合 １００％ 
・早期適応教室において、きめ細やかな支援を受けることで、該当児童生徒が、その後小中学校義務教育課程修了まで、通うことができる割合１００％ 

日本語指導担当者連絡会 
※各校日本語担当者７名、くすのき担当者３名、ポルト
ガル語の通訳３名、ベトナム語の通訳１名、事務局 1
名が参加 

・年に２回日本語指導担当者連絡会を開催 
・外国人児童生徒等の情報交換を行う。 
・「特別の教育課程編成・実施計画」「個別の指導計画」 

説  
 
 

令和６年度  帰国・外国人児童生徒等に対するきめ細かな支援事業 実施体制（愛知県高浜市教育委員会） 

 
○高浜市への外国人の方の転入は年々増加を続け、現在では愛知県内でも総人口に占める外国人割合は県内でもトップクラスとなり、多言語化も
進んでいる。それぞれの児童生徒に応じたきめ細やかな指導が必要となっている。 

○早期適応教室での初期の日本語指導の体制が整備されてきている中で、日常会話ができるようになった児童生徒でも、授業や教科書の内容まで
しっかり理解できているとは限らず、進学の道はまだまだ厳しいのが現状。 

○こうした現状を打破すべく、外国人児童生徒等の受け入れ環境の整備を進めるためには、日本語早期適応教室の指導員や多言語の通訳の充実を
図るとともに、1人１台配付されたタブレットなどの活用により、効率的に支援・指導を行うことが必要不可欠 

 

 

現状と課題 

日本語が心配 日本語が心配 

学校 
高浜市教育委員会（地域） 

連携・協力 

困った時の相談 進路選択について 

別 添 


